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☆ 翻訳内容、表現に原文（英文）との差異がある場合は原文（英文）が優先される。必ず原文

（英文）を参照すること。 

 

 

3032.1 構成 

 ジュリーメンバーは、以下のとおり構成し、組織委員会の委員となる。 

 - 技術代表 TD－FIS 指名（議長） 

 - 主任審判員 ビッグエア、ハーフパイプ、スロープスタイル、モーグル、

エアリアル／レフリー（スキークロス）－FIS 指名、メジャー競技会 

 - レースディレクター スキークロスの主要競技会* 

 - レフリー スキークロスの下位競技会** 

 - 競技委員長－オーガナイザー指名 

 

- （レースディレクター ワールドカップ、オリンピック、世界選手権大

会、ジュニア世界選手権大会、ユースオリンピック） 

 

 *主要競技会：ワールドカップ、オリンピック、世界選手権大会、ジュニア

世界選手権大会、ユースオリンピック 

 **下位競技会：ナショナルチャンピオンシップ、FIS レース、コンチネンタ

ルカップのオープン大会（コンチネンタルカップルールを参照） 

 

 ジュリーメンバーは、各１票の投票権を持ち、議長が決定権を有する。ジュ

リーメンバーは、異なるスキー連盟から選出することが望ましい。 

 

3055.7.7 最初の滑走、または最初のフェイズで失格（DSQ/DIC/DQB）、不出走（DNS）、

またはDNF となった者。予選を行わない形式のスキークロス種目において

（4505.3）、最初の滑走、または最初のフェイズでDNFとなった場合は、決

勝と同様に処理する。 

 

3056 失格 Disquallfications（DSQ/RAL） 



 競技者の責任（3054）、およびすべてのスキー競技者のための競技者の義務

と権利（205）の条項に違反した場合、DSQ とする。DSQ に関する裁定は、す

べてジュリーの責任とする。 

 RAL はヒートにおいて、「最終順位」となり、準々決勝と準決勝においては、

フィニッシュ、または DNF となったすべての競技者のあとの順位となる。 

 DSQ/DIC/DQB は最終成績に表記するが、順位は得ない。 

 決勝フェイズで DSQ/DIC/DQB となった場合は、その大会において競技者は順

位を得ない。成績表では、予選の各競技者を順次繰り上げる。 

 DSQ/DIC/DQB は以下の場合に適応する； 

 

 

3056.10 スキークロスで故意の接触をした場合 DIC レッドカード (Disqualification 

for Intentional Contact) とする。（4508 参照） 

 

4508 コンタクト （接触） 

 

4508.1 故意による妨害 

 妨害行為の多くは違反要素の複数の組み合わせで、スキークロスにお

いて接触は頻繁に見受けられる。ジュリーとゲートジャッジは接触または

妨害行為が、故意であるか否か裁定しなければならない。2名またはそれ

以上の競技者がかかわる、故意の接触または妨害には制裁を科す。制裁内

容は 4508 に制定する。  

 

4508.1.1 意図的行為 

 競技者は、他の競技者をコース外に追いやる、また他の競技者が減速しなけ

ればならない、バランスを失う、クラッシュするなどの要因を故意に発生さ

せてはならない。競技中、競技者は自らの体やスキー用具を他の競技者の体

やスキー用具に接触させることで、他の競技者の追い越しや自分が追い越さ

れる行為を故意に妨げてはならない。 

 

4508.1.2 明確なストレートラインにおける妨害 

 先行している選手が、コーナー通過時またコース上でラインを選択する権利

を有する。コース上、直線部分では、競技者は追い越そうとしている他の競

技者を故意にブロックしてはならない。 

 

4508.2 故意の接触による失格（DICDSQ） 

 



 4508.1 に基づいて失格となった競技者は、DICDSQ（Disqualification 

for Intentional Contact）となり、そして、その競技会において順位はつ

かない。 

 

4508.2.1 4508.1 のルールに抵触したための個々のリランは、認められるべきではな

い。そのヒート内で、DICDSQ 以外の競技者は、フィニッシュした順位によ

って順位付けられるべきである。3057 に該当する条件に順ずる場合のみ、

リランを認める。 

 

4508.2.2 4508.1 に違反して DIC と判定「スキークロスのカードシステム」が適応さ

れた場合、次のヒートが開始される前に、できるだけ迅速にゴールエリアに

て、該当選手ならびにチームキャプテンに通達するべきである。また DIC 制

裁措置については、違反行為が発生したコースのセクションを提示して、ス

タートエリアとゴールエリアの掲示板に掲示する。すべての DIC 決定は、TD

により、TD レポートにも記載され FIS に報告されなくてはならない。 

 

4508.2.3 ひとりの競技者が、シーズン中に２度目のDICを宣告された場合、競技者は

同シリーズの次の競技会にはスタートを許可されない（NPS）ことになる。

これが適用される競技会シリーズを、FISワールドカップ、またはいずれか

のFISコンチネンタルカップシリーズと定義する。 

 

 スキークロスのカードシステム： 

 

 減速 アンバラン

ス 

クラッシュ コース外へ

追いやる行

為 

直線でのブロ

ッキング 

手を使った

動作・行為

（押す、引っ

張る、捕まえ

る、つかむな

ど） 

DSQ 
（レッド） 

DSQ 
（レッド） 

DSQ 
（レッド） 

DSQ 
（レッド） 

DSQ 
（レッド） 
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動作・行為

（後ろから） 

RAL 

警告 
（イエロー） 
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（イエロー） 
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（レッド） 

 

なし 
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動作・行為

（横から） 
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警告 
（イエロー） 

RAL 

警告 
（イエロー） 

RAL 

警告 
（イエロー） 

RAL 

警告 
（イエロー） 
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ブロッキン
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RAL 

警告 
（イエロー） 

RAL 
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（イエロー） 

RAL 

警告 
（イエロー） 

RAL 

警告 
（イエロー） 

RAL 

警告 
（イエロー） 



 
スキーを使

った行為（横

方向に蹴る、

他の競技者

のスキーの

後ろ端を繰

り返しスキ

ーで踏む） 

RAL 
（イエロー） 

RAL 
（イエロー） 

DSQ 
（レッド） 

DSQ 
（レッド）  

 

 （レッド） 

警告（WRG） 

同大会中の２回の警告はイエローとなる 4508.2 に定

められているように処理する 

警告 

RAL 

（イエロー） 

競技者はヒート中の最下位となり、リザルトに RAL

（Rank as last）と表記され、それぞれのラウンドの

最終順位（32から準々決勝、16 から準決勝）となる。 

その他、故意の妨害の犠牲となった競技者はフィニッ

シュラインを横切った順で順位が決まる。フィニッシ

ュラインを横切れなかった競技者は、正しくコースを

通過した位置に応じて順位を決定する。コースを正し

く、より遠くまで滑った競技者がより良い順位となる。

ワールドカップ、コンチネンタルカップにおいて；イ

エローカードは競技者に有効である。 

競技会シーズン中にワールドカップで 2 回、コンチネ

ンタルカップで 1 回のイエローカードが発行された競

技者は、自動的にレッドカートとなる。異なるレベル

の大会、または異なるコンチネンタルカップ大会で発

行されたイエローカードは一緒に数えない。 

 

イエローカードを受けた競技者は、競技会においてそ

の先のヒートでのスタートを許可されない。 

DSQ（レッド） レッドカード/DSQ；競技者はその大会において失格

となり、リザルトの最後に記載され、順位はつかな

い。DSQの場合、次回行われる同レベルの競技会（ワ

ールドカップ、ヨーロッパカップ、ノーアムカッ

プ、南アメリカカップ、オーストラリアカップ、ま

たはオーストラリアニュージーランドカップ）への出

場が差し止めとなる。 

・マトリックスに応じて小さな行為については口頭に

よる警告とし、リザルトには掲載しない。 

・ジュリーの裁量により、レッドカードはイエローカ

ードに、イエローカードが口頭による警告に軽減され

る可能性もある。 

 

  決勝において、ジュリーメンバー、もしくはレースディレクターがフ

ィニッシュエリアで、色で区別したカードのシステムを使用する。制裁の決



定はジュリーが承認しなければならない。当該競技者にカードを示し、正式

に通達しなければならない。 

 

4508.2.4 あるヒートで 4508.1 に違反している、と感じた競技者は、そのヒート中に

DIC「カードシステム」に準ずる故意の接触が宣告されなかった場合、フィ

ニッシュレフリー、またはその他のジュリーメンバーに、そのヒートを検証

するように要請してもよい。その要請は、次のヒートが始まる前に行われな

ければならない。 

 


